
利用者認証手順(V7)
＜手順１＞ 一覧画面で、利用者認証を行うe-Gov利用者IDの「修正」ボタンを押します。

＜手順２＞ 詳細画面に遷移しますので、利用者認証情報の「認可コード発行」ボタンを押します。
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　　＜ポイント＞

・ 利用者認証を行うには、当該のe-Gov利用者IDが保存済みである必要があります。

新規作成中のe-Gov利用者IDである場合（＜手順１＞の一覧画面で「新規」ボタンを押し、詳細画面を開いた場合）は、

「認可コード発行」ボタン押下時に以下のメッセージを表示しますので、「OK」ボタンを押して入力内容を保存してください。

※ 保存済みのe-Gov利用者IDの場合、本メッセージは表示しません。
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＜手順３＞ 別ウィンドウでe-Govの画面が開きます。

　　　【e-Govにログインしていない場合】

e-Govアカウントログイン画面を表示しますので、事前に登録したe-Govアカウントのメールアドレスと

パスワードを入力し、「ログイン」ボタンを押します。

　　＜ポイント＞

・ 『GビスIDでログイン』『Microsoftでログイン』は使用しないでください。

　　　【e-Govにログインしている場合】

以下の画面を表示しますので、内容を確認して「許可」ボタンを押します。

e-Govアカウントを登録した際に

設定したメールアドレス

e-Govアカウントを登録した際に

設定したパスワード
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＜手順４＞ e-Govより認可コードが発行され、以下の認証結果表示画面に遷移します。

「元の画面へ戻る」ボタンを押して、このウィンドウを閉じます。

＜手順５＞ 元の詳細画面に戻り、利用者認証情報の「認可コード登録」ボタンを押します。

　　＜ポイント＞

・ 認可コードの有効期限は60秒です。＜手順３＞で「ログイン」ボタンまたは「許可」ボタンを押下後、

60秒以内に詳細画面で「認可コード登録」ボタンを押してください。

＜手順６＞ 以下のメッセージ表示しますので、「OK」ボタンを押して、このウィンドウを閉じます。
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＜手順７＞ 元の詳細画面に戻り、「e-Gov認証状態」に緑の「e」アイコンと有効期限を表示していれば、「認証済み」の状態です。

これで利用者認証は完了です。(「保存」ボタンを押す必要はありません。)

　　＜ポイント＞

・ 認可コードが有効期限切れの場合は以下のメッセージを表示します。＜手順２＞に戻り、やり直してください。

認証済みになると、緑のアイコンと有効期限を表示
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